
１ 水道料金調定関係 １　令和６年４月期の経営状況
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14 件

15 件

16 件

17 件 ２　令和６年４月の出来事  

４　排水設備業務関係
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24 　(3) 登米市議会４月特別議会の開催
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７ 受益者分（負）担金徴収関係

26
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　(2) 資金管理運用委員会を開催

F 対前年比較

D 前年度同月累計 E 対計画比較 F 対前年比較

特　　記　　事　　項

令和６年４月期　業務実績報告書（経営総務課）
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項　　目 A 当月末未収額
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△ 2
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経年メーター交換
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D 対前年比較(B-C)
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　(1) 職員会議を開催
【

【

当期の収入は、国庫補助金や一般会計出資金など101,364千円の執行となりました。支出

は、建設改良費として事務費や工事請負費として3,302千円を執行しました。

当期の給水収益は200,151千円（税込）で、前月期に比べて9,625千円の増、対前年同月比

では19,579千円の増となっています。営業収益は200,496千円、営業外収益は事務手数料や

雑収益5,563千円となりました。

当期の営業費用は動力費や職員給与費など63,987千円、特別損失は162千円を執行しまし

た。

当期の下水道使用料は76,739千円（税込）で、前月期に比べて4,384千円の増、対前年同月

比では10,506千円の増となっています。営業収益は76,804千円、営業外収益は他会計補助金

やその他雑収益500,190千円、特別利益は113千円を執行しました。

当期の営業費用は動力費や職員給与費など27,715千円、特別損失は下水道料金減額分とし

て239千円を執行しました。

当期の収入は、国庫補助金として23,770千円の執行となりました。支出は、建設改良費

として事務費2,292千円を執行しました。

【

４月１日（月）に令和６年度第１回職員会議を開催しました。上下水道部は、地方公営企

業法第39条第１項の規定により地方公務員法の適用が一部除外されており、時間外勤務につ

いては、労働基準法第36条の規定により市長と職員との間で協定を締結する必要があります。

会議では令和６年度の時間外勤務、休日勤務について協議され、協議の結果、協定案は承認

され、協定書並びに関係書類を瀬峰労働基準監督署に提出しました。

４月15日（月）に令和６年度第１回資金管理運用委員会を開催しました。４月18日に仙台

銀行への２億円預け入れと、４月20日にみやぎ登米農協への３億円預け入れが満期を迎える

ことから、今後の資金運用について協議を行い、協議の結果、仙台銀行に３億円、みやぎ登

米農協に３億円を１年間預け入れることとしました。また、令和６年４月から定期預金利率

が引き上げされたことから、金融機関に預けていた定期預金の一部を一度解約し積換するこ

ととしました。

４月30日（火）に令和６年登米市議会４月特別議

会が開催され、登米市水道事業給水条例の一部を改

正する条例に係る専決処分について、地方自治法第

180条第２項の規定により報告を行いました。

この報告は、「生活衛生等関係行政の機能強化の

ための関係法律の整備に関する法律」が成立し、令

和６年４月に水道整備・管理行政が厚生労働省から

国土交通省及び環境省へ移管されたことに伴い、本

市水道事業給水条例の一部を改正したものです。

スイちゃん ジョーくん

水守（みもる）さん

登米市

水道・下水道事業キャラクター
【参考】水道行政の移管先と主な業務

水道・用水供給事業の許可、指導・監督 国土交通省 （環境省）
水質・衛生の観点で連携

水質基準の策定 環境省

水質検査の内容の策定 環境省 （国土交通省）
施設の観点で連携

水道事業者等による水質検査に関すること 国土交通省

施設基準の策定 国土交通省 （環境省）
水質・衛生の観点で連携

水道基盤強化計画、
広域的連携等推進協議会に関すること

国土交通省

国庫補助 国土交通省

専用水道、飲用井戸等に関すること 国土交通省 （環境省）
水質・衛生の観点で連携

給水装置の基準策定・検査、
指定給水装置工事事業者に関すること

国土交通省 （環境省）
水質・衛生の観点で連携



経営分析の状況 経営分析の状況
◎ 配水量の状況 （単位：㎥） ◎ 処理水量の状況 （単位：ｍ3）

◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

※流域関連特定環境保全公共下水道及び浄化槽については有収水量を記載。

◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

特記事項
１　大萱沢浄水場・錦織浄水場遮光ネットを設置

※金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計金額を記載。件数は、更新工事を除いた件数を記載。

特記事項

〇浄化槽整備事業受付状況

（４月末現在）

２　東和町米谷字岩沢地内で漏水発生  ◎ 漏水調査結果について

令和６年４月期　業務実績報告書（水道施設課・下水道施設課）
水　道　施　設　課 下　水　道　施　設　課

項　　目
当月実績 実績累計 計画累計 前年累計 比　較　（Ｅ）

項　　目
当月実績 実績累計 前年累計 比較（Ｄ）

備考
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） 対計画 (B)-(C) 対前年度(B)-(D) （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 対前年度(B)-(C)

 総取水量 811,830 811,930 774,260 801,145 △ 27,545 1処理場

 総配水量 757,307 757,307 722,260 748,981 35,047 8,326 特定環境保全公共下水道

37,670 10,785 公共下水道(迫・中田・登米・南方) 253,373 253,373 280,918

51,022 51,022

△ 15,516 △ 11,509 　米谷・錦織処理区

49,303 1,719 3処理場

 １ 有効水量 623,944 623,944 639,460 635,453 14610,395 10,395 10,249

29,545 29,545 28,593 952

  (2) 無収水量 28,022 28,022 33,060 26,382 62111,082 11,082 10,461

  (1) 有収水量 595,922 595,922 606,400 609,071 △ 10,478 △ 13,149 　豊里処理区

133,363 82,800 113,528 50,563 19,835 流域関連特定環境保全公共下水道(石越)

△ 5,038 1,640 　津山処理区

109,002 101,613 7,390 24処理場  (1) 漏水量 133,320 133,320 82,180 113,482 51,140 19,838 農業集落排水 109,002

11,595 11,595 11,479 116 ２ 無効水量 133,363

 ３ 有収率 78.69% 78.69% 83.96% 81.32% △5.27% △2.63%

△ 3 　迫地区 8,206 8,206 7,840 366  (2) その他無効水量 43 43 620 46 △ 577

※ 当月期の最大配水量は、4月29日（月）に記録した【27,040㎥】です。 　中田地区 31,249 31,249 29,537 1,713

　東和地区 2,704 2,704 2,732 △ 28

　米山地区 46,046 46,046 41,042 5,004

　豊里地区 1,944 1,944 1,727 217

浄化槽(特地・個排)

18,735 118 R6.4.1時点

439 2,163基
主要な建設改良事業

予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ） 残額（Ｄ）
執行率

　南方地区 18,853 18,853

件数 金額 件数 金額 件数 (A)-(B+C) 42,772 42,772 42,333

浄水施設整備事業 9 721,792 4 619,832

0 0 0.0% 合　　計

0 489 101,471 85.9%

取水施設整備事業 0 0 0 0 0

金額

485,646 △ 17,882467,764 467,764

2,726 1,330,483 0.2%

※ 件数及び金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計です。

主要な建設改良事業
予　算 （Ａ）

配給水施設整備事業 43 1,333,284 0 75 0

施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ） 残額（Ｄ）
執行率

件数 金額 件数 金額 件数

ポンプ施設整備事業 0 0 0 0

金額 (A)-(B+C)

管路整備事業 10 723,015 0 484 0 614 721,917

0 0 0 0.0%

0.2%

件数
漏水量
(㎥/h)

80 8 72
配水管 2 0.140

1,679 586,761 0.4%

１ 浄化槽整備推進事業の受付状況

【遮光ネット設置状況】

予定件数 受付件数 残件数

漏
水
調
査
結
果

施設

処理施設整備事業 89 589,408 0 968 0

付属施設 0 0.000

給水装置 22 17.620
２ マンホール付近の段差解消の実施

計 24 17.760

   【漏水調査結果：４月】
  ※参考：漏水量削減効果（金額換算）
　　　　  約122,352円/日当たり
　  算定：R4年度給水原価  287.05円
　　　　  累計漏水量    17.760㎥/h
　　　    17.760㎥/h×24h×287.05円

【漏水箇所（穴あき）の状況】

【施工完成後の状況】

令和６年度における浄化槽整備基数は80基を予定しています。４月期

の浄化槽設置に伴う申請は、令和５年度分も含め８件を受付しており、

早期の事業着手を目指し現地調査などの作業を進めています。

※浄化槽整備推進事業は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る

ため、市が設置主体となり、公共下水道事業及び農業集落排水事業の計

画区域以外の地域に合併処理浄化槽の整備を推進しています。

米山町中津山地区の市道において、事故発生の防止と、安全を確保す

るため、道路に段差が確認されており通行する際に一部支障となってい

た、マンホール付近などの道路上の段差解消を目的とした舗装補修を実

施しました。

今後も市内における下水道施設において安全・安心を確保するよう、

適切な維持管理を行ってまいります。

４月10日（水）、大萱沢浄水場のろ過池と、４月18日（木）、錦織

浄水場の浸漬槽に、浄水施設等管理運転業務受託者が、遮光ネットを

設置しました。これは、ろ過池等に直射日光があたり水温の上昇に

よって、水処理に影響を及ぼす藻類の発生を予防するため、毎年行っ

ています。

また、保呂羽浄水場にも遮光ネットを設置する予定です。

４月15日（月）、東和町米谷字岩

沢地内の山中において、配水池から

配水池へ送水している水道管（ダク

タイル鋳鉄管：口径75mm）の漏水が

発生しました。漏水箇所は埋設土壌

や地下水を起因とする管体腐食（穴

あき）による漏水でした。修理は断

水せずに漏水箇所を覆う部材を取り

付けて完了しました。

令和６年度における浄化槽整備基数は80基を予定しています。４月期

の浄化槽設置に伴う申請は、令和５年度分も含め８件を受付しており、

早期の事業着手を目指し現地調査などの作業を進めています。

※浄化槽整備推進事業は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る

ため、市が設置主体となり、公共下水道事業及び農業集落排水事業の計

画区域以外の地域に合併処理浄化槽の整備を推進しています。

米山町中津山地区の市道において、事故発生の防止と、安全を確保す

るため、道路に段差が確認されており通行する際に一部支障となってい

た、マンホール付近などの道路上の段差解消を目的とした舗装補修を実

施しました。

今後も市内における下水道施設において安全・安心を確保するよう、

適切な維持管理を行ってまいります。


